
い
つ
ま
で
も

こ
と
し
は

ど
ん
な「
花
」
が

ま
ち
に
咲
き
誇
る
か
な
。

平成24年度決算報告…４　平成25年度（第４回）地区座談会を開催しました…６　
町内の民生委員・児童委員を紹介します…８

「アスリートタウンみまた」の さらなる飛躍を目指して…１0
まちの話題…１2　

……２

万能グローブ ガラパゴスダイナモス／福岡を拠点に2005年旗揚げ。
得意とするシチュエーションコメディが全国で話題と高評を得る。
老若男女問わず不動の人気で前回公演は動員1,400名を突破。
九州№1の呼び声も高く、今、もっとも目が離せない注目の劇団！

豊穣文化の交差点－地域劇団を三股で観る－＃４福岡編

つまるところ人生は、日々湧き起る様々な欲望について、
自分をコントロールできるか否かの連続なのかなと思います。
理想のボディを手に入れたいのに、
夜中にパスタとか茹でてしまう。
完全な食欲のコントロールミスです。
テストの前日に大掃除してしまうコントロールミス。
僕らは大体、ノーコンです。
でも果たして、完璧なコントロールを身につければ
幸せな人生なのか？
そんなコメディで、福岡・東京・宮崎を渡り歩きます。

■日時／1月11日［土］午後7時00分開演

1月12日［日］午後２時00分開演
　　　　 （開場はそれぞれ開演の30分前）
■料金／�一般 …2,000円（当日2,500円）・大学生以下…1,200円（当日同料金）・ペア…3,500円（前売のみ）

※未就学児入場不可（託児サービスあり）※全席自由 ※電話予約可 ※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）

町長・町議会議長が新年のあいさつを致します
新年のごあいさつ

■日時／2月18日［火］ 午後7時00分開演 （開場は開演の30分前）
■料金／�一　　　般…当日3,500円・
　　　　大学生以下…当日2,500円�※入場の際「学生証の提示」が必要・
　　　　※未就学児入場不可
　　　　※全席指定 ※電話予約可 ※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）
■出演／渡辺貞夫（as）、小野塚晃（pf）、コモブチキイチロウ（b）、石川雅春（ds）

©Taikan Usui
渡辺貞夫カルテット2014

SOLD
OU T

前売にて完売しました！
■「当日券」について／予約キャンセルの状況によっては「当
日券」を販売することがあります。なお「当日券のご予約」は
承っておりません。販売状況については、公演当日、三股町立
文化会館（℡0986-51-3462）までお問い合わせください。

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
＆
か
み
も
と
千
春

う
た
う
。

ふ
た
り
。

め
ぐ
り
来
る
季
節

今
日
の
音
を
連
れ
て
…
… 

■日時／３月６日（木）午後７時30分開演（開場は30分前）
■料金／一般…1,800円・大学生以下…1,200円・ペア…3,000円

※未就学児は無料で入場できます。ただし、入場の際は、係員の指示に従ってください
※ 当日も同料金で入場できます。ただし、前売にて完売の場合「当日券」は販売

しないことがあります
※全席自由　※電話予約可　※WEB予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）

■出演／ＫＯＤＡＩ（Gt・Vo）、かみもと千春（Pf・Vo）
■プログラム／オリジナル、スタンダードからお届けします
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三股町立文化会館自主文化事業
●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
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1 花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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旧年中は、大変お世話になりました。
町民の皆さまには平成26年の新春を

健やかに迎えられたことと
心よりお慶び申し上げます

三股町長　木佐貫 辰生

謹
賀

 

新
年

昨
年
11
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
30
号
は
、
あ
ら
た
め
て
自
然
の
猛
威
や
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
印
象
付
け
ま
し
た
。日
本
で
は
、

東
日
本
大
震
災
以
降
も
地
震
、
台
風
、
集
中
豪
雨
、
竜

巻
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻ひ

ん

発ぱ
つ

し
て
い
ま
す
。最
近
の
災

害
や
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
思
う
と
、

「
常
在
危
機
」
の
覚
悟
で
備
え
る
必
要
性
を
再
認
識
致

し
ま
し
た
。

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
の
宮
崎
県
市

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会「
町
村
の
部
」
で
３
連
覇
の

偉
業
を
達
成
。「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た
」
を
掲
げ

る
本
町
に
と
っ
て
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

三
股
中
で
は
、
駅
伝
部
女
子
の
県
大
会
優
勝
、
同
部
男

子
の
同
大
会
準
優
勝
、
ま
た
女
子
剣
道
な
ど
が
活
躍
。

さ
ら
に
湯
場
忠
志
選
手（
本
町
出
身
）
の
プ
ロ
ボ
ク
シ

ン
グ
日
本
王
座
５
階
級
制
覇
、
延
岡
学
園
の
横
瀨
貴
広

投
手（
本
町
出
身
）
の
甲
子
園
準
優
勝
や
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
活
躍
な
ど
が
、
町
全
体
に
活
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。文
化
面
で
は
、町
立
文
化
会
館
が「
平
成
24

年
度
地
域
創
造
大
賞(

総
務
大
臣
賞)

」
を
受
賞
。
こ
れ

は
県
内
初
の
快
挙
で
す
。平
成
13
年

の
開
館
以
来
、
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
と

連
携
し
た「
み
ま
た
座
」
や「
ま
ち

ド
ラ
！
」
な
ど
、
実
験
的
で
創
造
的

な
活
動
が
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
一
昨
年
か
ら

中
心
市
街
地
の
活
性
化
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
塚
原
団
地
Ｂ
棟

が
完
成
。子
育
て
世
帯
が
多
く
入
居

し
、
三
股
小
の
児
童
増
に
つ
な
が
っ

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
に
お
い
て
、
緊
急

経
済
対
策
な
ど
に
よ
る
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
を
図

り
、
経
済
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
、
政
府
は
い
ろ
い
ろ

な
政
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
の
税
収
が
、

２
０
０
８
年
に
起
き
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の

水
準
ま
で
回
復
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
財
政
的
に
は
改
善

傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
特
に
都
市
部
で
景
気
が
上

向
い
て
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が

住
む
地
方
に
お
い
て
、
景
気
・
雇
用
・
個
人
所
得
な
ど

の
回
復
効
果
は
依
然
と
し
て
実
感
で
き
な
い
年
で
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
昨
年
か
ら
日
本
が
参
加
し
て
い
る
「
環
太
平
洋

連
携
協
定
」（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
交

渉
が
大
詰
め
を
迎
え
る
中
、「
日
本
農
業
の
国
際
競
争

力
が
必
要
」
と
、
政
府
が
コ
メ
減
反
政
策
の
廃
止
を
決

定
。
今
後
も
状
況
の
推
移
を
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
町
が
「
合
併
を
せ
ず
に
自
立
し
て
や
っ
て

い
く
」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
か
ら
、
こ
と
し
で

９
年
目
を
迎
え
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

る
も
の
の
、
独
自
の
道
を
選
択
し
た
こ
と
は
良
か
っ
た

と
感
じ
ま
す
。
以
前
、盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
た
の
が「
ま

ち
が
大
き
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
幸
せ
が
や
っ
て
来

る
」
と
い
う
、
う
た
い
文
句
。
し
か
し
、
合
併
し
た
市

町
村
の
現
状
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
地
方
分
権
が
さ
ら
に
進
む

と
予
想
さ
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
に
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、

積
極
的
に
諸
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
に
「
ど
の
地
域
に
住
ん

で
も
良
か
っ
た
と
思
え
る
﹃
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
﹄」

平成二十六年 新年あいさつ

2014

町民の皆さまには
良き新年をお迎えのことと
心よりお慶び申し上げます

三股町議会議長　山中 則夫

て
い
ま
す
。
な
お
本
年
度
は
町
制
施
行
65
周
年
・
三
股

駅
開
設
１
０
０
周
年
に
当
た
り
、
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場

の
整
備
や
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
改
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
し
て
防
災
、
減
災
、
防
犯
に
よ
る「
安
心
・
安
全
な
ま

ち
」
を
目
指
し
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
２
カ
年
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
災
害
時
要
援
護
者
対
策
と
し
て
、
町
全
域
の

対
象
者
を
把
握
し
、
支
援
計
画
を
策
定
中
で
す
。地
域

経
済
活
性
化
・
環
境
対
策
と
し
て
は
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
」「
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
」「
公
共
下
水
道
事

業
の
区
域
見
直
し
」
を
実
施
。
ま
た
過
疎
対
策
と
し
て
、

長
田
地
区
に
町
営
住
宅
を
建
設
中
で
す
。子
育
て
で
は
、

保
育
園
の
改
築
支
援
や
フ
ァ
ミ
サ
ポ「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の

会
員
拡
大
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
な
ど
、

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
都
城
市

と
共
同
で
取
り
組
む
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
医
師
会
病

院
な
ど
の
建
設
は
、
来
年
の
本
格
稼
動
・
開
設
に
向
け

て
事
業
が
進
行
中
で
す
。

こ
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
や
生
活
の
利
便
性
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
本
町
人
口
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

高
齢
化
が
進
み
、
こ
れ
に
伴
う
医
療
、
介
護
、
福
祉
の

負
担
増
や
、
ほ
か
に
も
支
部
加
入
促
進
、
空
き
家
対
策
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
・
過
疎
対
策
、
ご
み
減
量
化
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
各
種
課
題
が
あ
り
ま
す
。平へ

い

坦た
ん

な
道
の

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
将
来
像「
自
立
と
協
働

で
創
る
元
気
な
ま
ち
三
股
」
を
実
現
す
る
た
め
、
昨
年

６
月
施
行
の「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
踏
ま
え
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
・
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
こ

と
し
も
積
極
的（
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
）
に
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
英
知
を

結
集
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
今

ま
で
以
上
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

次
に
、
も
う
一
つ
の
課
題
「
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
す
。本
町
は「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、「
産
業
振
興
」「
特
産
品
開
発
」

や
、雇
用
対
策
に
も
つ
な
が
る「
企

業
誘
致
」
に
も
今
以
上
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業

従
事
者
の
所
得
向
上
の
た
め
、「
６
次
産
業
化
推
進
」
に
、

よ
り
一
層
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
「﹃
文
教
の
ま
ち
三
股
﹄
の
伝
統
継
承
」
に

触
れ
ま
す
。
教
育
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
特
性
は
、
昔

か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
地
域
の
大
き
な
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
の
精

神
を
胸
に
、
町
を
挙
げ
て
、
さ
ら
な
る
力
を
教
育
に
注

ぎ
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
を
大
き
く
育
て
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
民
目
線
で
、

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。「
町
政
は
町
民
の
た
め

に
あ
る
」
を
肝
に
銘
じ
、
課
題
解
決
の
た
め
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
と
し
も
町
民
各
位
の
よ
り
一
層
の

ご
協
力
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。
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町
は
、「
財
政
事
情
」「
財
務
書
類

４
表
」
を
公
表
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め

に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
っ
て
、
三

つ
の
財
布（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

企
業
会
計
）
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
と
七
つ

の
特
別
会
計
、
一
つ
の
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
総
額
は
、
歳
入
が
１
４
９

億
７
２
０
３
万
円
、
歳
出
が
１
４
５

億
６
９
０
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
①
）。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
89
億
３
６

５
５
万
円（
対
前
年
度
比
７
・
１
％

減
）、
歳
出
が
87
億
７
９
９
７
万
円

（
対
前
年
度
比
６
・
３
％
減
）
と
な
り
、

１
億
５
６
５
８
万
円
の
繰
り
越
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。歳
入
の
構
成
内

容
を
見
る
と
、
町
税
18
億
６
３
６
６

万
円
を
柱
と
す
る
自
主
財
源
は
33
・

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

財
政
基
盤
は
弱
く
、依
存
財
源
が
66・

６
％
と
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、歳
出
は
、前
年
度
に
比
べ
、

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
緊
急
雇
用

創
出
事
業
に
お
け
る
新
燃
岳
噴
火
に

伴
う
降
灰
除
去
作
業
委
託
事
業
や
、

各
小
中
学
校
で
行
う
英
語
指
導
に
２

人
の
指
導
助
手
を
招
き
、
外
国
語
指

導
助
手
事
務
委
託
事
業
を
実
施
完
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
費
が
69
・

８
％
の
減
、
平
成
23
年
度
国
営
都
城

盆
地
地
区
土
地
改
良
事
業
負
担
金
の

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
に
よ
り
、
農
林

水
産
業
費
が
33
・
８
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、本
町
の「
健
全
化

判
断
比
率
」
と「
資
金
不
足
比
率
」
の

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
算
定
結

果
は
、
い
ず
れ
も
基
準
を
下
回
っ
て

い
て
、
健
全
な
財
政
状
況
と
い
え
ま

す（
表
②
）。

今
後
も
生
活
関
連
事
業
や
住
民
福

祉
施
策
な
ど
、
高
ま
る
行
財
政
需
要

に
積
極
的
に
対
応
す
る
一
方
、
常
に

財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
財
政
課　
財
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
１（
内
線
１
３
２
）

平
成
24
年
度

決
算
報
告

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
負
担
金
、そ
し
て
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金
な

ど
は
、町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
お
金
が
ど
の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
、

町
の
財
政
事
情
と
し
て
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
、毎
年
決
算
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、地
方
公
共
団
体
は
、毎
年
度
決
算
に
基
づ
き
、「
健
全
化
比
率（
４
指
標
）」と

「
資
金
不
足
比
率
」を
算
定
し
、公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●自主財源と依存財源の違いについて
■ 自主財源　29億8,287万円（33.4％）

町税など、地方公共団体が自主的に収入し得る財源
■ 依存財源　59億5,368万円（66.6％）

国、県より定められた額を交付されたり、割り当てられたりする財源

◎一般会計決算額内訳

一般会計　歳入総額

89億3,655万円

自主財源 33.4％ 歳
入町税

18億6,366万円
（20.9％）

繰越金
 2億4,663万円 

（2.8％）

諸収入など
5億7,864万円（6.5％）
◦分担金および負担金 2億7,383万円
◦使用料および手数料 1億4,290万円
◦財産収入 3,392万円
◦寄附金 22万円
◦諸収入 1億2,777万円

地方交付税
29億6,225万円

（33.1％）

繰入金 
2億9,394万円

 （3.3％）

その他
3億6,964万円（4.1％）
◦地方譲与税 1億3,347万円
◦利子割交付金 420万円
◦配当割交付金 249万円
◦株式等譲渡所得割交付金 64万円
◦地方消費税交付金 1億9,204万円
◦自動車取得税交付金 2,139万円
◦地方特例交付金 1,114万円
◦交通安全対策特別交付金 427万円

町債
5億 8,243万円

（6.5％）

国庫支出金
12億5,646万円

（14.1％）

県支出金
7億8,290万円

（8.8％）

依存財源 66.6％

〜
町
の
お
金
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た
〜

【表①】平成24年度歳入歳出決算額

【表②】本町健全化判断比率（４指標）と資金不足比率（平成24年度決算）

※1  実質赤字比率、連結実質赤字比率と将来負担比率は、算定の結果、黒字であるため「−％」となります
※2  資金不足比率は、算定の結果、資金不足額はなく余剰額があるため「−％」となります

指　標 三股町の
算定結果

早期健全化基準
（オーバーすると黄色信号）

財政再生基準
（オーバーすると赤信号）

４
指
標

①実質赤字比率 −％　※ 1 14.81％ 20.00％
②連結実質赤字比率 −％　※ 1 19.81％ 30.00％
③実質公債費比率 6.1％ 25.00％ 35.00％
④将来負担比率 −％　※ 1 350.00％ 財政再生基準なし

 ⑤資金不足比率 −％　※ 2
経営健全化基準（オーバーすると黄色信号）

20.00％

項

目

解

説

①実質赤字比率
◦一般会計などの標準財政規模に対する、歳出総額から歳入総額を差し引いた額の割合
　家計に例えると、年収に対しその年の赤字がいくらあるかという割合

②連結実質赤字比率
◦標準財政規模に対する、全会計の赤字額から黒字額を差し引いた額の割合
　家計に例えると、年収に対し同居している世帯の赤字がいくらあるかという割合

③実質公債費比率
◦標準財政規模に対する、一般会計などが負担する元利償還金と準元利償還金の割合の3カ年平均値
　家計に例えると、年収に対し借金返済額がいくらあるかという割合

④将来負担比率
◦標準財政規模に対する、一般会計などが負担する退職手当などの実質将来負担額の割合
　家計に例えると、年収に対し現在確定している将来負担する額（負債）がいくらあるかという割合

⑤資金不足比率
◦各公営企業会計の事業規模に対する、企業ごとの資金不足額の割合
　家計に例えると、別居している子ども（親）の世帯がいくら資金不足しているかという割合

歳入
町 税 町民税や固定資産税、軽自動車税、法人町民税など
繰 入 金 特別会計や基金などから一般会計に繰り入れるもの
繰 越 金 前年度決算の剰余金を翌年度へ繰り越すもの
分担金および負担金 保育料など特定の事業のために徴収するもの
使用料および手数料 公営住宅使用料など受益者が実費負担するもの
諸 収 入 預金利子や町が融資した貸付金の返済金など

地 方 交 付 税 国の所得税や酒税などを、町の財政需要に応じて
国から交付されるもの

国 庫 支 出 金 町で事業を行う上で、国が負担、補助するもの
県 支 出 金 町で事業を行う上で、県が負担、補助するもの
町 債 町が国や銀行などから借り入れる資金

歳出
総 務 費 管理事務のほか、戸籍や統計、徴税、選挙などに必要な経費
民 生 費 児童福祉や高齢者福祉などに必要な経費
衛 生 費 保健予防やごみ処理などに必要な経費
農林水産業費 農畜産業、林業や水産業に必要な経費
土 木 費 道路や橋、河川、公園、公営住宅などに必要な経費
消 防 費 消火・防火活動や、災害の被害軽減に必要な経費
教 育 費 学校教育や生涯学習、スポーツ・芸術文化の振興に必要な経費
議 会 費 議員報酬や費用弁償など、議会の活動に必要な経費
商 工 費 商工業の振興や観光事業に必要な経費
災 害 復 旧 費 災害によって生じた被害の復旧に必要な経費
公 債 費 公債（町の借金）や一時借入金の償還（返済）などに必要な経費

※「地方財政状況調査による分析後の数値」です。
※全ての表で、合計と内訳が一致しない箇所は、1,000円単位での四捨五入によるものです。

一般会計　歳出総額

87億7,997万円

民生費
33億5,520万円

（38.2％）

その他　1億6,370万円（1.9％）
　◦議会費 8,477万円
　◦労働費 2,282万円
　◦商工費 5,281万円
　◦災害復旧費 330万円

消防費
2億7,859万円

（3.2％）

総務費
13億5,680万円

（15.5％）

土木費
10億5,492万円

（12.0％）

農林水産業費
3億7,200万円

（4.2％）

教育費
7億9,392万円

（9.0％）

公債費
6億3,929万円

（7.3％）

衛生費
7億6,556万円

（8.7％）

歳
出

町が持っている三つの財布
①一般会計…福祉、教育、都市整備や産業の振興など、皆さんが納める町税などが使われるもの
②特別会計…国民健康保険や介護保険など、特定の目的のために特定の収入を充てるもの
③企業会計…水道事業のように、事業の収益で費用を賄うもの（独立採算制）

「快適に暮らせるまちづくり」の
一環として、平成24年度に建設
された鉄筋コンクリート造り3階
建ての塚原団地B棟

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
一般会計 89億3,654万9,539円 87億7,996万8,339円 1億5,658万1,200円
特別会計 56億4,301万8,476円 54億 511万3,432円 2億3,790万5,044円
国民健康保険事業 30億2,663万7,597円 28億4,812万6,142円 1億7,851万1,455円
後期高齢者医療保険事業 2億1,536万5,614円 2億1,464万 412円 72万5,202円
梶山地区農業集落排水事業 4,374万4,037円 4,200万1,451円 174万2,586円
宮村南部地区農業集落排水事業 3,608万5,435円 3,513万7,156円 94万8,279円
介護保険事業 19億2,601万1,046円 18億8,500万3,773円 4,100万7,273円
介護保険サービス事業 1,174万 246円 1,143万6,051円 30万4,195円
公共下水道事業 3億8,343万4,501円 3億6,876万8,447円 1,466万6,054円

企業会計（収益的収支決算） 3億9,246万9,527円 3億8,394万7,510円 852万2,017円
水道事業 3億9,246万9,527円 3億8,394万7,510円 852万2,017円

合　　　計 149億7,203万7,542円 145億6,902万9,281円 4億 300万8,261円

広報みまた 2014.15 4PublicRelations



目
的
・
趣
旨

「
町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」の

実
現
の
た
め
、町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
な
ど
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

開
催
方
法

開
催
日
や
場
所
に
つ
い
て
は
、各

地
区
の
自
治
公
民
館
の
希
望
に
基

づ
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。本
年
度

は
、６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、町

内
八
つ
の
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
内
容

主
な
内
容
は
、
本
年
度
の
新
規
・

重
要
事
業
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

お
よ
び
質
疑
応
答
、そ
の
他
自
由
な

意
見
交
換
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

意
見
・
要
望
な
ど
の
取
り
扱
い

各
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た

貴
重
な
ご
意
見
、ご
提
言
や
ご
要
望

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、町
で
真し
ん
摯し

に
受
け
止
め
、内
容
を
十
分
に
検
討

し
、今
後
の
町
政
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

し
か
し
、予
算
を
伴
う
対
応
に
つ

き
ま
し
て
は
、予
算
の
範
囲
内
と
緊

急
性
を
考
慮
し
、優
先
順
位
を
付
け

て
対
応
し
ま
す
。

座
談
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
応
答
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

※�

実
際
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
要
約
・

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
了

承
く
だ
さ
い
。

町では、６月から７月にかけて「地区座談会」を町内８カ所で開催しました。
町民の皆さんと、町長・副町長・教育長・町の各課（局・室）長との間で、
活発に意見が交わされました。

平成25年度（第４回）
地区座談会を開催しました

町地域政策室
西村 尚彦 室長

地域の諸課題について、皆さまと一緒に話し合い、
一つずつ解決していくことが地域づくりにつながると考えます。
本町は、平成の市町村合併が進められる中、自主

自立の道を選択し、町民と行政が一体となって各
種施策の実現を図ってきました。こうした中、第５
次三股町総合計画の中で、まちの将来像を「自立と
協働で創る元気なまち三股」として定め、町民総参
加のまちづくりを目指しております。

本年度で第４回目となる「地区座談会」もこの町
民総参加のまちづくりの一つです。

町の重要な事業について、ご理解・ご協力をお願

いするとともに、直接、地域の皆さまからご意見な
どを伺うことで、より充実した事業の実施につな
がると考えます。また地域のさまざまな課題の中
から、最優先で取り組むべき課題について話し合
い、それぞれの役割に沿って問題解決していくこ
とが地域づくりにつながっていくと思います。

最後に、地区座談会にご参加いただいた皆さま、
開催にご協力いただいた関係者の皆さまに厚くお
礼を申し上げます。

地区座談会の様子（第２地区交流プラザ）
生ごみ処理の様子

足もと元気教室風景

生ごみの水分をできるだけ切って、ごみを減量しましょう。

（
質
問
・
要
望
）

本
町
が
都
城
市
と
合
併
せ
ず
に

自
主
自
立
の
道
を
選
ん
だ
こ
と
に

つ
い
て
、
本
町
の
現
状
を
踏
ま
え
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

（
町
の
回
答
）
町
長

本
町
の
現
状
と
し
て
、
人
口
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
他

地
域
と
同
様
に
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。ま
た
単
独
の
道
を
選

択
し
た
場
合
に
伴
う
地
方
交
付
税

の
減
額
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
想
さ

れ
て
い
た
額
ほ
ど
落
ち
込
み
は
な

い
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
効
率
化
を
よ
り

一
層
図
っ
て
い
く
た
め
に
町
役
場

内
の
組
織
を
ス
リ
ム
化
す
る
な
ど
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
経

緯
が
あ
り
、
今
後
も
効
率
の
良
い
組

織
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

何
よ
り
も
、
自
主
自
立
の
道
を
選

択
し
た
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
顔
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
こ
と
は
、
単
独
の
道
を
選
ん

だ
本
町
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
施
設

規
模
や
機
能
面
で
不
十
分
と
感
じ

ま
す
。さ
ら
な
る
整
備
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
町
の
回
答
）
町
長

本
年
度
の
新
規
事
業
に
「
ア
グ

レ
ッ
シ
ブ
タ
ウ
ン
基
本
構
想
策
定

業
務
」
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
積
極

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
、
中
長
期
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。こ
れ
か

ら
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
検
討

の
柱
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）

最
近
、
中
学
生
の
自
転
車
乗
り
の

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
感
じ
ま
す
。中
学

校
で
は
、
自
転
車
乗
り
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て

い
ま
す
か
。

（
町
の
回
答
）
教
育
課
長

現
在
、
中
学
校
で
は
交
通
安
全
協

会
並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

ご
協
力
の
下
、
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
講
習
会
を
開
き
、
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。今
後
も
引
き
続
き
、
生
徒

へ
の
指
導
を
し
っ
か
り
と
続
け
て

い
き
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）

町
の
防
災
無
線
は
、
音
声
が
聞
こ

え
づ
ら
く
、
ま
た
誤
作
動
が
多
い
た

め
、
有
事
の
際
に
対
応
で
き
る
か
ど

う
か
不
安
を
感
じ
ま
す
。ど
う
に
か

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
町
の
回
答
）
総
務
課
長

町
の
防
災
無
線
は
、
昭
和
55
年
に

設
置
し
て
か
ら
約
33
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。現
在
、
誤
作
動
や
世
帯

の
増
加
に
伴
い
、
サ
イ
レ
ン
音
や
音

声
放
送
が
届
か
な
い
地
域
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
で
は
本
年
度
か
ら

２
カ
年
に
か
け
て
、
防
災
無
線
の
更

新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）

選
挙
の
投
票
率
の
低
さ
に
つ
い

て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

（
町
の
回
答
）
総
務
課
長

県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
若
者
の
政
治
・
選
挙
へ
の

無
関
心
さ
が
投
票
率
の
低
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。町

と
し
て
も
、
若
い
世
代
か
ら
の
選
挙

に
関
す
る
教
育
・
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
選
挙
投
票
期
間

に
は
「
く
い
ま
ー
る
」
を
有
効
活
用

す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
が
選
挙
に
行
き

や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）

本
町
の
ご
み
減
量
化
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

（
町
の
回
答
）
環
境
水
道
課
長

本
町
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
、

年
間
総
量
８
千
㌧
。そ
の
う
ち
、
約

６
千
㌧
が
燃
や
せ
る
ご
み
で
、
そ
の

半
分
以
上
が
台
所
か
ら
の
生
ご
み

で
す
。生
ご
み
重
量
の
ほ
と
ん
ど
は

水
分
で
す
。ご
み
処
理
費
は
重
量
で

負
担
割
合
を
算
出
す
る
た
め
、
生
ご

み
の
重
量
を
減
ら
す
こ
と
が
ご
み

処
理
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
、
生
ご
み
処
理
に
つ
い
て
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
予
定
で
す
。ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
質
問
・
要
望
）

高
齢
社
会
を
迎
え
、
今
後
は
介
護

保
険
料
な
ど
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。町
で
は
健
康
教
室

の
実
施
な
ど
、介
護
予
防
の
観
点
か
ら

の
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
町
の
回
答
）
福
祉
課
長

本
町
で
は
、
足
も
と
元
気
教
室
の

よ
う
な
介
護
予
防
教
室
を
開
催
す

る
ほ
か
、
教
室
指
導
者
の
養
成
研
修

も
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
養
成
研

修
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

現
在
の
参
加
者
は
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。し
か
し
将
来
的
に
は
、
指
導
者

が
増
え
、
各
地
区
で
健
康
教
室
な
ど

が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
介

護
予
防
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
政
策
室　

地
域
政
策
係

　

☎
52
―
１
１
１
１（
内
線
２
２
３
）

くいまーるポスター（昨年の選挙投票期間用）
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町
内
に
は「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」が

50
人
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
担
当
す
る

地
区
の
要
保
護
者（ 

低
所
得
者
、
児
童
、
障

害
者
、
高
齢
者
、
母
子
、
寡
婦
な
ど
）
の
相

談
や
指
導
に
当
た
る
ほ
か
、
行
政
機
関
や
社

会
福
祉
施
設
の
協
力
や
連
絡
調
整
な
ど
、
地

域
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活
動
す
る
、
厚
生

労
働
省
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
の
奉
仕
者

で
す
。
任
期
は
３
年
で
、
全
国
で
23
万
人
の

委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
１
日
に
新
し
い
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た（
轟
木
地
区
・
尾
山
明
子
さ
ん
は
、１

月
１
日
付
で
就
任
予
定
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
お
け
る
悩
み
事
や
心
配
事
に
親
身
に

な
っ
て
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
児
童
福
祉
に

関
す
る
問
題
を
専
門
的
に
担
当
す
る「
主
任

児
童
委
員
」も
配
属
さ
れ
、地
域
の
民
生
委
員・

児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
、
児
童
健
全
育

成
や
子
育
て
支
援
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課�

社
会
福
祉
係

　

☎
52
－
１
１
１
１（
内
線
１
６
８
）

津曲 香代子（つまがり かよこ）
☎52-1890

山王原（１・７・16・17）

三浦 好子（みうら よしこ）
☎52-7759

山王原（２・９・11）

飛松 重久（とびまつ しげひさ）
☎090-2078-7311

山王原（６・10・12 ～ 14）

田中 純子（たなか じゅんこ）
☎52-8452

山王原（3 ～ 5・８）

南畑 正喜（みなみはた まさき）
☎52-0994

蓼池（４～７）

中村 敏治（なかむら としはる）
☎52-5012

蓼池（9 ～ 13・15）

内村 ふたみ（うちむら ふたみ）
☎52-4395

蓼池（1 ～ 3・8・14・16）

隈田原 カチ子（くまたばら かちこ）
☎52-2369

仲町（6・8 ～ 11）

下村 健治（しもむら けんじ）
☎52-3856

上米（1 ～ 3）

上西 和晴（かみにし かずはる）
☎52-2158

上米（4 ～ 7）

原田 惠津子（はらだ えつこ）
☎52-3572

仲町（1 ～ 5・7）

兒玉 陽子（こだま ようこ）
☎52-0922

下新（8 ～ 10・12・15・16）

福田 清子（ふくだ きよこ）
☎51-1321

下新（1 ～ 4・7）

日髙 隆光（ひだか たかみつ）
☎52-6178

下新（5・6・11・13・14）

藏元 定則（くらもと さだのり）
☎52-0830

中米

宮里 卓爾（みやざと たくじ）
☎52-4681

小鷺巣

和田 　戦（わだ いくさ）
☎52-4889

谷

下石 年成（しもいし としなり）
☎52-0714

檪田

田中 光寛（たなか みつひろ）
☎52-3691

東原（9 ～ 12・15 ～ 17）

太田 親宏（おおた ちかひろ）
☎52-4095

東原（5 ～ 8・13）

坂元 慶子（さかもと けいこ）
☎51-0317

花見原

児玉 多可子（こだま たかこ）
☎52-4022

寺柱

今村 珠江（いまむら たまえ）
☎52-1422

梶山（1 ～ 4・7・8）

今村 實宣（いまむら さねのり）
☎52-1360

田上

村尾 　勝（むらお まさる）
☎52-0706
大鷺巣、高畑

竹村 弘子（たけむら ひろこ）
☎52-8389

東植木（12・14 ～ 20）

長倉 澄子（ながくら すみこ）
☎52-0600

東植木（8 ～ 11・13）

山元 邦子（やまもと くにこ）
☎52-1556

東植木（1 ～ 7）

楠原 幸子（くすはら さちこ）
☎52-1663

梶山（5・6・9）

松﨑 政行（まつざき まさゆき）
☎54-1338
大野、大八重

馬渡 靜子（まわたり しずこ）
☎54-1248

仮屋

尾山 明子（おやま めいこ）
☎54-1286

轟木

下村 　勉（しもむら つとむ）
☎52-2288

前目（1・5・6）

飛松 　功（とびまつ いさお）
☎52-0687

上新

下沖 フミ子（しもおき ふみこ）
☎52-2646

今市（1 ～ 3・5・8）

南畑 幸三（みなみはた こうぞう）
☎52-0733

稗田（2・3・5・6）

流合 辰夫（はつけ たつお）
☎52-4771

西植木（9 ～ 11）

猿渡 征夫（さるわたり ゆくお）
☎52-6130

勝岡

坂元 寿美子（さかもと すみこ）
☎52-8400

餅原

緒方 久俊（おがた ひさとし）
☎52-4571

中原

永山 敬一（ながやま けいいち）
☎51-0680

東原（1 ～ 4・14）

和田 善秋（わだ よしあき）
☎53-4545

西植木（5 ～ 8）

西田 政代（にしだ まさよ）
☎52-1238

前目（2 ～ 4）

本村 理津子（もとむら りつこ）
☎52-8146

三原

武本 　博（たけもと ひろし）
☎52-3776

今市（4・6・7・9）

西川 まり子（にしかわ まりこ）
☎52-6864
稗田（1・4）

和田 文夫（わだ ふみお）
☎52-8376

西植木（1 ～ 4）

小牧 八壽子（こまき やすこ）
☎52-0131

三股町全域（主任児童委員）

山下 みどり（やました みどり）
☎52-8780

三股町全域（主任児童委員）

黒木 香子（くろき かよこ）
☎51-0019

三股町全域（主任児童委員）

【平成25年度民生委員・児童委員名簿】 ※氏名、電話、担当地区の順（かっこ内数字は支部名です）

町
内
の

民
生
委
員
・

児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
すお気軽にご相談ください！
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渋
田
晃
輝
、
南
野
陽
向
、
多
田
一
世
、
小
玉
将
臣【
監

督
】）：
２
０
１
３
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会 in 

O
saka,Japan

（
８
／
24
～
25
・
大
阪
府
）

⑫�

假
屋
穂
翔
、
藤
野
李
奈（
都
北
ガ
ー
ル
ズ
）：
第
３
回
全

日
本
女
子（
小
学
生
）
軟
式
野
球
九
州
大
会
兼
第
２
回
ろ

う
き
ん
杯
大
会（
８
／
23
～
26
・
熊
本
県
）

⑬�

西
川
舞
奈（
セ
レ
ソ
ン
都
城
Ｆ
Ｃ
）：
第
10
回
九
州
フ
ッ

ト
サ
ル
選
手
権
大
会（
９
／
28
～
29
・
大
分
県
）

⑭�

稲
田
瑞
樹
、
稲
田
夢
那（
Ｆ
Ｃ
フ
レ
ン
テ
）：
第
10
回
九

州
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会（
９
／
28
～
29
・
大
分
県
）

⑮�

楠
和
代
、
濱
田
征
夫（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
）：
第
21
回
全
国
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
・
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
か
が
わ

大
会（
10
／
18
～
20
・
香
川
県
）

⑯�

原
口
ツ
ヤ
子
、
西
畑
律
子（
ウ
エ
ル
ネ
ス
）：
第
18
回
全

国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
こ
と
ぶ
き
大
会（
10
／
18

～
20
・
鳥
取
県
）

⑰�

三
股
中
学
校
陸
上
部
、
駅
伝
部（
鶴
凌
輔
、
神
之
門
康
太
、

前
田
王
河
、
内
枦
保
舞
）：
第
44
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会（
10
／
25
～
27
・
神
奈
川
県
）

⑱�

楠
和
代
、
善
家
孝
智（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
）：
平
成
25
年
度
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
鹿
児
島
大
会（
11
／
９
～
10
・
鹿
児
島
県
）

⑲�

瀨
尾
マ
チ
子
：
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０

１
３（
10
／
26
～
28
・
高
知
県
）

⑳�

三
股
バ
ー
ド
ウ
イ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
川
﨑
史
郎
、

野
﨑
朱
里
、
酒
井
澄
玲
）：
第
30
回
全
九
州
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会（
11
／
８
～
10
・
沖
縄
県
）

㉑�

塩
見
帆
乃
夏（
都
城
ア
ト
ム
ジ
ュ
ニ
ア
）：
第
７
回
西
日

本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会（
12
／
14
～
15
・

山
口
県
）

㉒�

畑
中
緑
、
川
畑
康
子（
庄
内
ク
ラ
ブ
）：
平
成
25
年
度
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
鹿
児
島
大
会（
11
／
９
～
10
・
鹿
児
島
県
）

㉓�

榎
木
智
洋
、
榎
木
雅
美（quattro

）：
平
成
25
年
度
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
鹿
児
島
大
会（
11
／
９
～
10
・
鹿
児
島
県
）

①�

心
武
会
空
手
道（
竹
下
稜
太
郎
、
堤
公
平
、
久
松
吏
希
、

久
松
ゆ
づ
き
、
竹
下
翔
太
、
三
村
昇【
指
導
者
】）：
第
39

回
全
日
本
空
手
道
剛
柔
会　

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

（
７
／
27
～
28
・
和
歌
山
県
）

②�

心
武
会
空
手
道（
竹
下
稜
太
郎
、
竹
下
光
栄
、
榎
田
健
汰
、

堤
公
平
、
久
松
吏
希
、
三
村
昇【
指
導
者
】）：
第
36
回
全

日
本
空
手
道
剛
柔
会　

九
州
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

（
６
／
23
・
大
分
県
）

③�

塩
見
帆
乃
夏（
都
城
ア
ト
ム
ジ
ュ
ニ
ア
）：
第
30
回
全
日

本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会（
８
／
１
～
４
・

山
梨
県
）

④�

三
股
ブ
ル
ー
ス
カ
イ（
岩
切
太
宏
、
横
山
宙
輝
、
木
田
琉

葵
、
長
嶺
颯
真
、
塩
田
恭
平
、
福
永
匠
、
大
野
真
彰
、
佐

澤
深
志
、枝
元
秀
斗
、橋
口
尭
矢
、三
渡
裕
真
、堀
内
俊
希
、

瀧
山
裕
貴
、二
見
拓
希
、大
西
守
、肥
後
圭
祐
、川
内
蒼
偉
、

坂
元
翔
、種
子
田
颯
哉
、児
玉
悠
紀
、浅
井
俊
博【
監
督
】）：

高
円
宮
賜
杯
第
33
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
８
／
６
～
12
・
東
京
都
）

⑤�

𠮷
川
幸
輝（
勝
岡
ジ
ュ
ニ
ア
）：
第
27
回
全
国
ホ
ー
プ
ス

南
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
卓
球
大
会　

第
18
回
全
九
州
卓
球
選

手
権
大
会（
小
学
生
の
部
）（
８
／
30
～
９
／
１・熊
本
県
）

⑥�

Ｍ
・
Ｓ
・
Ｔ（
原
田
優
子
、
安
達
し
の
ぶ
、
小
濱
梨
絵
）：

第
44
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
／（
８
／

２
～
５
・
埼
玉
県
）

⑦�

ウ
エ
ル
ネ
ス
都
城
シ
ニ
ア（
柏
田
一
敏
、
川
畑
幸
一
、
篠

原
秀
靖
、谷
山
誠
、西
紘
平
、野
口
正
幸
、筒
井
嘉
夫【
監

督
】）：
第
17
回
西
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
／

（
９
／
21
～
23
・
山
口
県
）

⑧�

滿
安
伶
美（
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
卓
絆
友
ク
ラ
ブ
）：
第
27
回

全
国
ホ
ー
プ
ス
南
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
卓
球
大
会　

第
18
回

全
九
州
卓
球
選
手
権
大
会（
小
学
生
の
部
）（
８
／
30
～

９
／
１
・
熊
本
県
）

⑨�

松
枝
陽
士（
三
股
バ
ー
ド
ウ
イ
ン
グ
）：
第
14
回
全
国
小
学

生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
８
／
16
～
18
・
熊
本
県
）

⑩�

黒
坂
春
尚
、黒
坂
高
子
：
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２

０
１
３（
９
／
13
～
16
・
福
岡
県
）

⑪�

少
林
寺
拳
法
三
股
支
部（
多
田
淳
一
、
泊
小
百
合
、
川
﨑

玲
子
、
川
﨑
春
陽
、
泊
澪
亜
、
折
田
舜
稀
、
川
﨑
空
人
、

「アスリートタウンみまた」の
 さらなる飛躍を目指して

町はアスリートを支援します

①�

⑤

⑥⑦⑧

②③

④

⑭

⑱

⑮

⑲ ⑯⑰

㉑㉒㉓ ⑳

昨
年
６
～
11
月
に「
三
股
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
等
激
励
金
」
の

交
付
を
受
け
た
皆
さ
ん
で
す（
敬
称
略
）。

こ
の
激
励
金
は
、
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
競
技
力
の
向
上
を
目

的
に
、
県
、
ま
た
は
九
州
代
表
と
し
て
大
会
な
ど
に
参
加
す
る
場

合
に
交
付
さ
れ
ま
す（
た
だ
し
、
国
民
体
育
大
会
、
学
校
体
育
団
体
が
主
催
・
主
管
す
る

大
会
や
強
化
合
宿
・
学
校
活
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る
大
会
は
除
き
ま
す
）。

⑨⑩⑪

⑫⑬
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「
夫
婦
そ
ろ
っ
て
結
婚
50
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
て
幸
せ
で
す
。今
後
も
２
人
で
仲
良
く
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

11
月
18
日
、「
集
ま
っ
み
ろ
会
」

（
森
秋あ

き

生み

会
長
）
は
、殿
岡
農
村
広

場
で
定
期
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

15
人
が
参
加
。勝
岡
地
区
住
民
で

構
成
さ
れ
る
同
会
は
、
会
員
の
健

康
維
持
・
交
流
促
進
を
目
的
と
し

て
、月
１
回
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
、グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
。参

加
者
は
２
ラ
ウ
ン
ド
16
ホ
ー
ル
を

回
り
、
そ
の
合
計
打
数
で
上
位
を

競
い
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
ず
、
は
つ
ら
つ
と

活
動
す
る
皆
さ
ん
。競
技
を
通
じ

て
、
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま

し
た
。

11
月
20
日
、
都
城
市
・
都
城
グ

リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で「
都
城
地
域
家

畜
防
疫
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。三
股・都
城
の
畜
産

関
係
者
約
２
０
０
人
が
参
加
。
こ

れ
は
、
口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
に
備
え
る
た
め
、
家

畜
防
疫
リ
ー
ダ
ー
を
通
じ
て
地
域

全
体
の
防
疫
力
向
上
を
図
ろ
う
と

開
か
れ
た
も
の
で
す
。研
修
で
は
、

平
成
22
年
の
口
蹄
疫
対
応
の
過
程

を
追
っ
た
映
像
が
流
さ
れ
た
ほ
か
、

県・都
城
市
職
員
か
ら
、防
疫
に
つ

い
て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。参

加
者
は
皆
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

本
町
勝
岡
在
住
の
訪
問
介
護

員・田
中
ミ
チ
子
さ
ん
が
、12
月
13

日
、宮
崎
県
企
業
局・県
電
ホ
ー
ル

（
宮
崎
市
）
で「
社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」を
受
賞
。同

日
、
町
長
へ
受
賞
報
告
を
行
い
ま

し
た
。田
中
さ
ん
は
、平
成
２
年
12

月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
同
職
と

し
て
活
動
中
で
す
。介
護
保
険
開

始
後
は
、
１
カ
月
当
た
り
延
べ
１

０
０
軒
の
利
用
者
宅
を
訪
問
。調

理
や
身
体
面
の
介
護
だ
け
で
な
く
、

利
用
者
と
の
心
の
交
流
を
大
切
に

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

三
股
町
手
話
サ
ー
ク
ル（
榎
田

あ
つ
子
代
表
）
が
、12
月
16
日
、宮

崎
県
企
業
局・県
電
ホ
ー
ル（
宮
崎

市
）で「
平
成
25
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大

臣
感
謝
状
」
を
受
領
。同
日
、町
長

へ
受
領
報
告
を
行
い
ま
し
た
。聴

覚
障
害
者
支
援
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
11
年
に
設
立
さ
れ
た
同

サ
ー
ク
ル
。聴
覚
障
害
者
と
の
交

流
会
を
定
期
的
に
開
く
ほ
か
、
学

校
で
の
手
話
指
導
や
、
日
常
生
活

で
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う

な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
て
の
感
謝
状
受
領
と

な
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
、
町
社
会
福
祉
協
議

会（
木
佐
貫
辰
生
会
長
）
は
、町
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜も

り

」

で「
第
28
回
三
股
町
金
婚
式
祝
賀

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昭
和
38
年
以
前
に
結
婚
し
た
夫

婦
35
組
が
出
席
。式
で
は
、木
佐
貫

会
長
が
各
夫
妻
に
祝
い
状
と
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
祝
舞
の
ほ
か
、

歌
や
舞
踊
の
披
露
が
あ
り
、
祝
い

の
日
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

出
席
者
は
喜
怒
哀
楽
を
共
に
し

て
き
た「
夫
婦
の
半
世
紀
」を
振
り

返
り
な
が
ら
、
皆
で
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

11
月
13
日
、
長
田
小
学
校（
山

本
昭し

ょ
う

藏ぞ
う

校
長
、
23
人
）
の
６
年
生

児
童
６
人
と
先
生
が
町
役
場
を
訪

問
し
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た「
長な

が

田た

っ
子こ

米ま
い

」
を
町
長
、副
町
長
、教

育
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。同
校
で

は
地
域
住
民
協
力
の
下
、６
月
に

田
植
え
、９
月
に
稲
刈
り
を
実
施
。

収
穫
し
た
約
１
８
０
㌔
ɡ
の
米
は
、

お
世
話
に
な
っ
た
人
に
配
っ
た
ほ

か
、
11
月
の
学
習
発
表
会
で
参
観

者
と
一
緒
に
試
食
会
を
行
い
ま
し

た
。町
長
は「
こ
れ
か
ら
も
、食
と

ふ
る
さ
と
愛
の
大
切
さ
を
学
習
し

て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

12
月
１
日
、「
第
３
回
地
区
対

抗
駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。コ
ー
ス
は
、町
立
文
化
会
館
前

を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
全
10
区

間
15
㌔
。地
域
の
期
待
を
背
に
懸

命
に
走
る
各
地
区
代
表
選
手
た
ち

に
、
沿
道
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た（
第
３

地
区
は
欠
場
）。競
技
の
結
果
、第

６
地
区
が
52
分
50
秒
の
記
録
で

見
事
３
連
覇
を
達
成
。
ま
た
同
日
、

第
13
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。参
加
者
２
３
１
人
は
心
地

よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
、
大
会
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

12
月
11
日
、
町
中
央
公
民
館
で

「
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
三
股
町
選

抜
選
手
壮
行
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。約
50
人
が
参
加
。１
月
13

日
、「
第
４
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
」（
宮
崎
市
）
に
出

場
す
る
本
町
Ａ
、Ｂ
両
チ
ー
ム
選

手
36
人
の
発
表
後
、
選
手
は
大
会

に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を

発
表
し
ま
し
た
。

同
大
会「
町
村
の
部
」
に
お
い

て
、
本
町
チ
ー
ム
は
平
成
23
年
か

ら
３
年
連
続
優
勝
を
達
成
し
て
い

ま
す
。前
田
利
保
監
督
の
下
、皆
４

連
覇
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

11
月
11
～
12
日
、
㈱
ミ
ヤ
チ
ク

高
崎
工
場
で「
第
57
回
宮
崎
県
畜

産
共
進
会（
第
４
部・肉
牛
枝
肉
の

部
）」（
宮
崎
県
畜
産
振
興
協
議
会

主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は

家
畜
改
良
な
ど
を
目
的
に
、
２
年

に
１
回
開
か
れ
る
も
の
で
す
。県

内
各
地
か
ら
え
り
す
ぐ
り
の
宮
崎

牛
１
１
０
頭
が
一
堂
に
集
結
し
た

今
大
会
。審
査
の
結
果
、福
永
透
さ

ん（
蓼
池
）
が
見
事
、優
等
３
席
を

獲
得
。ま
た
西
村
雄
三
さ
ん（
谷
）

と
藏
元
久ひ

さ

美み

さ
ん（
檪
田
）も
１
等

を
獲
得
し
、
本
町
の
畜
産
技
術
の

高
さ
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

11
月
23
日
、
都
城
広
域
定
住

自
立
圏
構
想
協
議
会
は
、
都
城

市
・
神
柱
公
園
多
目
的
広
場
で

「SH
IM

A
ZU

（
島
津
）
グ
ル
メ
コ

ン
テ
ス
ト
」を
行
い
ま
し
た
。三
股
、

都
城
、曽
於
、志
布
志
で
構
成
さ
れ

る
同
協
議
会
。各
自
治
体
自
慢
の

食
材
を
使
用
し
た
料
理
を
出
品
し
、

上
位
を
競
い
ま
し
た
。本
町
代
表

は
、「
手
作
り
屋
」（
代
表
・
隈
元
博

志
さ
ん
）特
製
の「
猪
汁
」。軟
ら
か

い
イ
ノ
シ
シ
肉
や
野
菜
が
た
っ
ぷ

り
入
り
、
食
欲
を
そ
そ
る
み
そ
の

香
り
を
辺
り
一
面
に
漂
わ
せ
て
い

ま
し
た
。投
票
で
行
わ
れ
た
審
査

の
結
果
、見
事
、本
町
が
優
勝
。三

股
の
地
場
産

品
を
大
い
に

宣
伝
す
る
こ

と
が
で
き
た

一
日
と
な
り

ま
し
た
。

勝
岡
地
区
住
民
の
交
流
促
進
図
る

集あ
つ

ま
っ
み
ろ
会か

い

地
域
防
疫
力
の
向
上
目
指
す

家
畜
防
疫
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
厚
労
相
表
彰
」受
賞
報
告

田
中
ミ
チ
子
さ
ん

「
厚
労
相
感
謝
状
」受
領
報
告

三
股
町
手
話
サ
ー
ク
ル

共
に
歩
ん
だ
半
世
紀

三
股
町
金
婚
式
祝
賀
会

手
作
り
の
お
米
を
ど
う
ぞ

長
田
小
児
童
が
町
長
を
訪
問

地
域
の
誇
り
を
懸
け
て

地
区
対
抗
駅
伝
大
会

４
連
覇
を
目
指
し
て

市
町
村
対
抗
駅
伝
選
手
壮
行
会

肥
育
農
家
・
福
永
透
さ
ん

県
共
進
会「
優
等
３
席
」

「
猪し

し

汁じ
る

」で
三
股
町
が
優
勝

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

「
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
畜
産
農
家
一
人
一

人
の
防
疫
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
な
と
、
あ
ら
た
め
て

実
感
し
ま
し
た
」

「
今
回
受
賞
で
き
た
の
は
、
多
く
の
方
々
に
支
え
て
も

ら
っ
た
お
か
げ
で
す
。こ
の
仕
事
が
大
好
き
な
の
で
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「
こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
聴
覚
障
害
者
支

援
活
動
の
充
実
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
」

「
レ
ベ
ル
の
高
い
県
共
進
会
で
優
等
３
席
と
い

う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
光
栄

で
す
。
こ
の
結
果
を
糧

に
今
後
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」

「
地
域
の
皆
さ
ん
が
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。将
来

は
、
お
互
い
の
見
守
り

活
動
に
ま
で
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「
稲
刈
り
の
時
、
鎌
で
た
く
さ
ん
稲
を
刈
っ
た

の
で
、筋
肉
痛
で
手
が
と
て
も
痛
か
っ
た
で
す
」

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
皆
さ
ん
の
応
援
の

お
か
げ
で
３
連
覇
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

「
町
民
の
皆
さ
ん
が
期
待
さ
れ
て
い
る
『
町
村

の
部
』
４
連
覇
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
皆
で

頑
張
り
ま
す
」

町
和
牛
生
産
部
会

女
性
部　

副
部
長

厚
生
相
表
彰 

受
賞
者

訪
問
介
護
員

厚
労
相
感
謝
状 

受
領
団
体

三
股
町
手
話
サ
ー
ク
ル 

代
表

肥
育
農
家

集
ま
っ
み
ろ
会
長

長
田
小
６
年

地
区
対
抗
駅
伝

第
６
地
区
ア
ン
カ
ー

県
市
町
村
対
抗
駅
伝

三
股
町
チ
ー
ム
監
督

桒
畑
國
幸
さ
ん

　
マ
リ
子
さ
ん

（
山
王
原
）

ちの話題ま
MIMATA TOWN'S TOPICS

西
田
保や
す

子こ

さ
ん

（
前
目
）

田
中
ミ
チ
子
さ
ん

（
勝
岡
）

榎
田
あ
つ
子
さ
ん

（
都
城
市
）

福
永 

透
さ
ん

（
蓼
池
）

森
　
秋
生
さ
ん

（
勝
岡
）

轟
木
翔
太
君

野
﨑
勝
彦
さ
ん

（
勝
岡
）

前
田
利
保
さ
ん

（
今
市
）

金
婚
式
出
席
者

夫
妻

猪汁（三股町）

地区対抗駅伝スタート
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外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー

ク
リ
ス
マ
ス

12
月
と

聞
く
と
ク
リ

ス
マ
ス
を
思

い
出
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
は
夏

で
す
。贈
り
物
を
も
ら
っ
た
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
食
べ
る
ほ
か
、
プ
ー
ル
で

遊
ん
だ
り
も
し
ま
す
。こ
の
日
は
、
必

ず
休
み
で「
家
族
の
日
」
と
さ
れ
ま

す
。来
日
し
て
、
と
て
も
不
思
議
だ
っ

た
の
が
、
日
本
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
仕

事
や
学
校
に
行
く
こ
と
で
す
。さ
て
私

は
一
昨
年
、
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス
を

体
験
し
ま
し
た
。ロ
シ
ア
に
は
三
つ
も

ク
リ
ス
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。最
初
の
12

月
25
日
は「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ク
リ
ス
マ

ス
」
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。続
く
１

月
１
日
は
、
ソ
連
時
代
に
宗
教
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
新
年
の
お
祝
い
と
合
体

さ
せ
、
宗
教
色
を
な
く
し
た
も
の
。ツ

リ
ー
を
飾
り
、「
マ
ロ
ー
ス
爺
さ
ん
」

（
ロ
シ
ア
の
サ
ン
タ
）
が
子
ど
も
に
贈

り
物
を
配
っ
て
お
祝
い
し
ま
す
。最
後

の
１
月
７
日
こ
そ
が
、
伝
統
的
な
ロ
シ

ア
正
教
の
ク
リ
ス
マ
ス
。国
民
の
祭
日

に
な
っ
て
お
り
、
最
高
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
街
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。先

月
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
皆
さ
ん
は
い
か
が

お
過
ご
し
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

〜大人も一緒に「食育」〜
いきいき げんき！ ★楽しく・賢く・きちんと食べる★

●問い合わせ：健康管理センター�☎52－8481毎月19日は
食 育 の 日

旬の食材は、おいしい！栄養価が高い！安い！といいこと尽くしです。旬の食
材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

カリフラワーは見た目から花キャベツとも言われます。ビタミンCが豊富で、組織がしっかりしているので、ゆでても壊れ
にくいのが特徴です。

１月の旬食材…カリフラワー　※材料は全て1人分です。

食事バランスガイドとは？
1日に「何を」「どれだけ」食べた
らよいかを、こまの形のイラスト
で分かりやすく示しています。「何
を」とは、主食・副菜・主菜・牛
乳乳製品・果物の五つの料理グ
ループ。「どれだけ」とは、１日
の目安をそれぞれの料理グループ
ごとに「つ（SV）」という単位で示
しています。
※ 『食事バランスガイド』は健康

管理センターに置いてあります。

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

←主食

←副菜

←主菜

←牛乳・乳製品
　果物

　

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200 FAX.51-3751

クリスマス用展示

読み聞かせ

得
」』秋

山 
利
輝
／
著　
現
代
書
林
／
出
版

宮
内
庁
な
ど
に
注
文
家
具
を
納
め
る
職
人

集
団
・
秋
山
木
工
の
人
材
育
成
の
基
本
が
凝

縮
さ
れ
た「
職
人
心
得
三
十
箇
条
」
を
紹
介
。

◦『
天
使
の
柩
』

村
山 

由
佳
／
著　
集
英
社
／
出
版

望
ま
れ
な
い
子
ど
も
と
し
て
育
ち
、自
分

を
愛
せ
ず
に
い
る
14
歳
の
少
女・茉ま

莉り

。20
歳

年
上
の
画
家・歩あ
ゆ

太た

と
出
会
い
、初
め
て
心
安

ら
ぐ
居
場
所
を
手
に
し
た
が
︙
。﹃
天
使
﹄
シ

リ
ー
ズ
最
終
章
。

●
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
来
ま
す

◦
期
日
＝
１
月
26
日（
日
）

◦
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学
と「
お
は
な
し

会
」が
あ
り
ま
す
。

■�

休
館
案
内（
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）・
祝

日・年
末
年
始（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）・

第
３
水
曜
日（
館
内
整
理
日
）・
館
内
資
料

一
斉
点
検（
年
１
回
・
15
日
以
内
）

Culture
◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

【
高
校
演
劇
の
祭
典
】

11
月
16
～
17
日
、宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇

発
表
会（
県
大
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
の
県
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
６
校

が
、
県
ナ
ン
バ
ー
１
の
座
を
巡
っ
て
演
技
を

競
い
ま
し
た
。最
優
秀
校
は
九
州
大
会
へ
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
と
し
の
出
場
校
は
、
佐
土
原
高
校
、
妻

高
校
、宮
崎
大
宮
高
校
、宮
崎
商
業
高
校
、宮

崎
農
業
高
校
、宮
崎
南
高
校
で
す
。

公
演
は
、絶
望
の
ふ
ち
に
あ
る
少
女
を
描

い
た
話
、総
勢
32
人
が
出
て
く
る
話
や
ロ
ー

カ
ル
ア
イ
ド
ル
の
話
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
特
色
が
出
て
い
ま
し
た
。作
品
一
つ
一

つ
に
、
高
校
生
が
今
、
表
現
し
た
い
何
か
が

込
め
ら
れ
て
い
て
、
観
客
は
、
そ
の
真
っ
す

ぐ
な
熱
意
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

出
演
し
た
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
、一
生

懸
命
に
望
ん
だ
こ
の
発
表
会
は
、
と
て
も
思

い
出
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
の
最
優
秀
校
は
、佐
土
原
高
校
で

し
た
。次
は
、全
国
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

【
家
族
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
】

12
月
８
日
、
自
主
文
化
事
業
・
小
さ
な
音

楽
会
に
よ
る「
パ
パ
と
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
に 

お
い
で
お
い
でX

m
asX

m
as

コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
０
歳
か
ら
楽
し
め
る
毎
年
恒
例
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

出
演
は
、川か
わ

﨑さ
き

圭け
い

子こ

（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）、横よ
こ

山や
ま

桂け
い

子こ

（
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
）、福ふ
く

永な
が

那な

津つ

子こ

（
ピ
ア
ノ
）、愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

（
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
）
の
小
さ
な
音
楽
会
の
４
人
と
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
に
豊と
よ

國く
に

淳じ
ゅ
ん

子こ

（
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
）、上う
え

之の

園ぞ
の

謙け
ん

治じ（
ド
ラ
ム
・

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
２
人
で
す
。

公
演
は
、
こ
と
し
も
た
く
さ
ん
の
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。み
ん
な
で
ク
リ
ス

マ
ス
の
歌
を
聞
い
て
歌
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

の
お
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
サ
ン
タ
が

出
て
き
て
一
緒
に
踊
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の

楽
し
い
時
間
を
文
化
会
館
で
過
ご
し
ま
し
た
。

サンタさんとクリスマスコンサート

「 高校演劇発表会 」本番の様子

◎副菜　カリフラワーのクリーム煮
【副菜二つ（SV）　乳製品一つ(SV)】 186㌔㌍�塩分1.6㌘
材　料　�カリフラワー…1/4個（100㌘）、ブロッコリー…1/8個（50㌘）、

固形コンソメ…1/4個、水…80㍉㍑、バター…小さじ１、小麦粉
…小さじ１、牛乳…1/4カップ、生クリーム…大さじ１、ナツメ
グ…あれば少々、塩…小さじ1/6、こしょう…少々

作り方　�①ブロッコリーは小房に分け、さっと塩ゆでする。②カリフラワー
も小房に分ける。③バターを室温で溶かし、小麦粉を合わせてよ
く練る（ブールマニエという）。④鍋に水、コンソメ、カリフラ
ワーを入れて弱火で20分煮る。⑤カリフラワーの半量を取り出
し、残りのカリフラワー・スープ・ブールマニエをミキサーにか
ける。⑥鍋に戻し、牛乳、ナツメグ、生クリーム、ブロッコリー、
カリフラワーを加え、10分煮る。⑦塩こしょうで味を調える。

◎もう一品　ミカン
【果物一つ（SV） 】 　37㌔㌍　塩分0㌘

◎主食　ご飯　（ 100㌘ ）
【主食一つ（SV）】　168㌔㌍　塩分0㌘

◎主菜　ブリのオイスター照り焼き
【主菜二つ（SV）】 241㌔㌍��塩分1.6㌘
材　料　�ブリの切り身…80㌘、油…小さじ1/4、オイスターソース…大さ

じ1/2、しょうゆ…小さじ1/3、しょうが汁…小さじ1/4、みり
ん…小さじ1/2、白ゴマ…少々、レモンのくし切り…1切れ

作り方　�①漬け汁を合わせ、ブリを10分漬け込む。②フライパンに油を
薄く敷き、焦げないように両面を焼く。③皿に盛り付け、白ゴマ
を振り、レモンを添える。

◎副菜　ニンジンサラダ
【副菜一つ（SV） 】  41㌔㌍��塩分0.5㌘
材　料　�ニンジン…50㌘、油…小さじ1/2、オレンジジュース…小さじ１、

酢…小さじ1/2、塩…小さじ1/8、黒こしょう…少々、サラダ菜
…1枚

作り方　�①ニンジンは皮をむき、ピーラーなどで
薄くスライスし、油を掛け、なじませる。
オレンジジュース、酢、塩を加え、さら
に混ぜる。②皿にサラダ菜を敷き、ニン
ジンを盛り、こしょうを振る。

エドモント・リム

●
図
書
館
ま
つ
り

10
月
27
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で
の「
秋
の

読
書
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
町
立
図
書
館
で

は
、次
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

◦
貸か
し

出だ
し

た
い
け
ん（
10
／
25
～
11
／
８
）

◦
ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本
お
は
な
し
会（
10
／
27
）

◦
閉
架
書
庫
見
学（
10
／
27
・
11
／
２
）

◦
映
写
会（
11
／
２
）

◦
田
代
義
博
氏
講
演
会（
11
／
２
）

◦
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

　
宮
西
達
也
お
は
な
し
会（
11
／
６
）

ご
来
場
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
職
場
体
験

11
月
21
～
22
日
、三
股
中
学
校
２
年
生
の

生
徒
４
人
が
、図
書
館
で
職
場
体
験
を
し
ま

し
た
。小
学
生
相
手
の「
読
み
聞
か
せ
」
や
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
用
展
示
」
を
行
い
ま
し
た
。

●
新
刊
本
を
紹
介
し
ま
す

◦�『
一
流
を
育
て
る　
秋
山
木
工
の「
職
人
心



※詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ
　九州電力株式会社都城営業所
　総括グループ
　☎0120－986－705

５月18～ 19日に開催される「宮崎ね
んりんピック2014」の参加者を募集し
ます。ご家族、ご友人お誘い合わせの
上、奮ってご参加ください。
詳しくは、町福祉課に置いてある実
施要綱でご確認ください。
■期日＝５月18日（日）、19日（月）
■会場＝宮崎県総合運動公園ほか
■ 参加資格＝60歳以上の人（昭和30
年４月１日以前に生まれた人）

■ 競技種目＝ラージボール卓球、テ
ニス、ソフトテニス、ソフトボール、
ゲートボール、ペタンク、ターゲッ
ト・バードゴルフ、グラウンド・ゴ
ルフ、インディアカ、バウンドテニ
ス、ミニバレーボール、ソフトバレー
ボール、ミニテニス、弓道、剣道、
なぎなた、武術太極拳、四半的弓道、
ボウリング、ゴルフ、サッカー、ラ
グビーフットボール、パークゴルフ、

水泳、卓球バレー、囲碁、将棋
■参加料＝１人当たり500円（参加決定
後、郵便局での振り込みが必要です）。

■募集期間＝２月３日（月）～28日（金）
■申し込み先＝町福祉課（１階６番窓口）
■その他＝一部競技は、全国健康福祉
祭とちぎ大会の予選を兼ねています。

■問い合わせ
　・�（福）宮崎県社会福祉協議会・長寿

社会推進センター
　　☎0985－31－9630
　・町福祉課　介護高齢者係
　　☎52－1111（内線162・163）

ＪＡ都城では、農業に関心があり、農
産物の生産・販売（直売所への出荷な
ど）や新規就農などを考えている人を
対象に講座や栽培実習を行います。
■期間＝３月～ 10月
　毎月水曜日開催
　（実習７回、講座５回程度）
■時間＝
・講座　午前10時～（２時間程度）
・実習　午前９時～（３時間程度）

■場所＝ＪＡ都城都北事業所、北諸県
農業改良普及センター、沖水地区研
修圃

ほ

場
じょう

■開講式＝３月12日（水）
■募集人員＝10人程度（三股町、都城
市に居住する人に限ります）

■受講料＝2,000円（傷害共済掛け金・
資料代などに充当）

■応募方法＝官製はがきに次の内容を必
ず記入して下記まで応募してください。
（ア）住所　（イ）氏名　（ウ）生年
月日　（エ）性別　（オ）電話番号　
（カ）職業　（キ）応募申し込みの動機
や農業に対する思いなど　（ク）野菜
を作っている畑の面積（野菜を作っ
ていない人は未記入で結構です）

※応募多数の場合は抽選で決定します。
■応募締め切り＝
　２月14日（金）　当日消印有効
■申し込み先
　〒885−0004　都城市都北町5708

　都城地域農業振興センター
■問い合わせ
　都城地域農業振興センター
　（JA都城 営農企画室 地域営農振興課）
　☎38－6693
　℻38－6692

三股町社会福祉協議会では、忌明寄
付・一般寄付を次の通り頂きました。
故人のご冥福をお祈り致しますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に
利用させていただきます。
誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
  平成25年11月１日から30日まで

●忌明寄付

●一般寄付（社会福祉協議会へ）
六
ろく

友
ゆう

会
かい

ゴルフコンペ40回記念
　　‥‥‥‥‥‥‥‥１万7,500円

三股町赤十字奉仕団で募金活動を
行った結果、次の通り義援金が寄せら
れました。皆さまのご協力ありがとう
ございました。

　　　　　　三股町赤十字奉仕団
　　　　　　　会長　内村ノリ子

・ボランティアまつり……33,148円
・ふるさとまつり…………30,950円
・個人宅訪問………………29,550円

町が保有する土地を「一般競争入札」
で売ります。詳しくはお問い合わせく
ださい。
■公売物件＝
物件
番号 売却土地 物件内容

①
北諸県郡三股町
大字樺山字塚原
4140番12

（旧塚原団地）

宅地
7,621.21平方㍍

（約2,309坪）
予定価格：
6,550万円

②
北諸県郡三股町
大字樺山字栗原
3515番1

（旧栗原団地）

宅地
988.10平方㍍

（約299坪）
予定価格：
1,040万円

※�①②とも、土地の一部のみを購入す
ることはできません。ご了承ください。

■入札日時＝１月30日（木）午前10時～
■入札場所＝町役場４階�第１会議室
■公売の方法＝一般競争入札
■ 申し込み受け付け＝１月17日（金）
～ 27日（月）の午前９時から午後４
時までに、町指定の用紙で、町総務
課行政係（２階８番窓口）までお申
し込みください。

■ 入札保証金＝ご自身の入札価格の
５％以上が必要です。落札した場合
は、契約保証金に充当します。それ
以外は返金します。

■契約保証金（落札した場合）＝契約
金額の10％以上が必要です。

■ その他経費＝契約書の収入印紙代
や登録免許税などが必要です。

■問い合わせ
　総務課　行政係
　☎52－1111（内線232・234）

町では、統計調査を行う際の調査員
を募集しています。統計調査の実施時
には、応募した人の中から調査員の仕
事をお願いします。
■応募資格＝20歳以上の町内在住者で、
税務・警察・選挙などの業務に直接関
係がなく、秘密保持ができる人。そ
して調査時に説明会・研修会などに
参加できる人。

■仕事内容＝調査票の配布、回収や回
収した調査票の点検、整理などの業務。

※�町が依頼する基幹統計調査は年１～
２回程度（平成26年度は「経済センサ
ス基礎調査」「商業統計調査」「工業統
計調査」「農林業センサス」が実施さ
れる予定です）。

■ 報酬＝国の交付基準に基づいて支
給します（２～５万円程度。必ずし
もこの範囲内とは限りません）。

■応募方法＝市販の履歴書（Ａ４版）
に必要事項を記入し、町地域政策室
（２階７番窓口）にご提出ください。

■申し込み・問い合わせ
　地域政策室　地域政策係
　☎52－1111（内線223）

たこ揚げは電線に触れない所で

① たこは電線から十分に離れた広い所で
揚げましょう。

② もし、たこが電線に掛かった場合は危
険ですので自分で取らないでくださ
い。すぐに最寄りの九州電力営業所ま
でご連絡ください。

クレーン作業などを行う前に

① クレーン作業などを行う前には、付近
の状況をよく観察し、電線路に接触す
る恐れがないか、ご確認ください。

② 配電線の近くで作業を行う場合は、九
州電力に連絡し、建設用防護管を取り
付け、安全措置が取られた後に作業を
行ってください。

③ 電線路近くの作業では、専任の監視者
を準備し、単独作業を行わないでくだ
さい。

④ 車両の移動を行う場合は、必ずブーム
の収納を行ってください。ダンプカー
などについては荷台が下がっているこ
とを必ず確認の上、移動してください。

平成26年度ＪＡ農業講座
「ぼんちアグリスクール」
受講生を募集します

日赤募金の
お礼と報告

お知らせ Mimata Information

愛のご寄付

町有地を売ります

崎ねんりんピック
2014」の参加者を
募集します

｢宮
統計調査員を
募集します

感電事故防止に
努めましょう

九州電力から節電のお願い
３月31日（月）までの平日の午前８時〜午後９時、支障のない範囲で「節電」をお願いします

今冬は、定着節電分として昨冬の節
電効果の８割程度（平成22年度比4.1％
削減）を織り込んだ電力需要に対し、
最低限必要とされる予備率３％以上を
何とか確保できる見通しです。しかし、
発電設備の計画外停止などを想定した
場合、依然として厳しい状況です。
■問い合わせ
　九州電力株式会社都城営業所
　総括グループ
　☎0120－986－705

 節電メニュー（節電効果・削減率）
【通常、エアコンを使用する家庭】エアコン：重ね着な
どをして、室温20度を心掛けましょう（設定温度を２
度下げた場合、７％削減）。窓には厚手のカーテンを掛
けましょう（１％削減）　照明：不要な照明をできるだ
け消しましょう（４％削減）　テレビ：画面の輝度を下
げ、必要な時以外は消しましょう（２％削減）　冷蔵
庫：冷蔵庫の設定を「弱」に変え、扉を開ける時間をで
きるだけ減らし、食品を詰め込まないようにしましょ
う（１％削減）　ジャー炊飯器：早朝にタイマー機能で
１日分をまとめて炊き、保温機能は使用せず、よく冷
ましてから冷蔵庫に保存しましょう（１％削減）　温
水洗浄便座（瞬間式）：便座保温・温水の設定温度を下

※ 資源エネルギー庁推計（家庭の夕方ピーク時の消費
電力〔約1400㍗〕に対する削減率の目安）家庭と電気の

使い方の特徴

げ、不使用時はふたを閉めましょう（１％
未満削減）　待機電力：リモコンではなく、
本体の主電源を切り、使わない機器はプ
ラグを抜いておきましょう（１％削減）

（製造業の大企業など）

（中小企業など）

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額
山下　兼

けん

一
いち

父 博
ひろし

87 東　原 10万円
大久保イツ 夫 博

ひろ

司
し

76 田　上 ５万円
大
おおさこ

迫　隆
たか

司
し

妻 洋
よう

子
こ

51 稗　田 ３万円
荒武サダ子 夫 文

ふみひろ

博 78 中　原 ３万円
綿屋とみ子 義母 ヨシ子 95 蓼　池 ３万円
山下　健二 父 三

みつあき

秋 91 東　原 ３万円
堀内　　覺

さとる

子 義
よしあき

明 49 中　米 ３万円
瀬戸山理

り

知
ち

子
こ

夫 勉
つとむ

64 轟　木 10万円
森　　洋

よう

子
こ

夫 康
やすのり

徳 72 蓼　池 ５万円
原口　　博

ひろし

母 八
や

重
え

子
こ

87 蓼　池 ３万円
立山タカ子 夫 基

もとおみ

臣 71 花見原 10万円
山
やまぎわ

極　春
はる

美
み

夫 秀
ひで

男
お

72 蓼　池 10万円
飯
いい

田
だ

　逸
いつ

美
み

母 マツエ 88 上　米 ３万円
白
しら

尾
お

　利
とし

春
はる

父 伊
い

之
の

助
すけ

96 檪　田 ５万円
折
おり

田
た

　史
し

朗
ろう

母 キクエ 89 下　新 ３万円
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●問い合わせ：三股町　TEL52−1111㈹　FAX52−4944

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●赤ちゃん健診・赤ちゃん相談
■期日＝２月６日（木）
■受付＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成25年奇数月生まれの乳児
■持ってくるもの＝母子健康手帳、タオル３枚程度
　（おっぱい相談希望者のみ）
※�母乳育児を円滑に進めるために、助産師のおっぱい相談
や、栄養士による栄養相談を受けることができます。最
近の様子や気になることなど、お気軽にご相談ください。
●パパママ教室・マザークラス
■期日・時間＝
・パパママ教室／２月16日（日）　午前10時～正午
・マザークラス／２月21日（金）　午前10時～正午
■内容＝
・パパママ教室／パパの妊婦体験、沐

もく

浴
よく

練習
・マザークラス／�妊娠中の生活、栄養、妊婦体操、呼吸法、

補助動作
■持ってくるもの＝母子健康手帳、動きやすい服
■�申し込み＝申し込みが必要です。対象者には個人通知
をします。電話でお申し込みください

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52-8101

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝１月16日（木）
■時間＝午前10時～ 11時
　子育てサークル「いもん子クラブ」
●親子教室（ふれあいあそび）
親子でリズム体操など、遊びを通して楽しく触れ合うほ
か、絵本の読み聞かせやパネルシアターも行います。参加
希望者は、申し込みをしてください。
■期日＝１月22日（水）
■時間＝午後１時30分～
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜

もり

」大会議室
■講師＝工藤純代さん、日高由起さん（保育士）
■主催＝宮日母子福祉事業団
■申込先＝子育て支援センター
●誕生会
■期日＝１月23日（木）
■時間＝午前10時～ 11時
■内容＝12 ～１月生まれのお友達をお祝いします。
●親子ふれあいコンサート
「小さな音楽会」による生の歌と演奏で楽しい時間を過ご
しましょう。

■期日＝１月28日（火）
■時間＝午前10時～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●多世代交流
生きがいデイサービスを利用している高齢者の皆さんと
交流します。
■期日＝２月４日（火）
■時間＝午前10時30分～
■場所＝ 町総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●おはなし会
■期日＝２月６日（木）
■時間＝午前10時～ 11時
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」

ファミリー・サポート・センターたんぽぽ
からのお知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688

ファミリー・サポート・センターは、以前のように地域
で助け合っていた子育てを組織化したものです。

 ・子育てを手助けしてほしい人→おねがい（依頼）会員
 ・子育ての援助をしたい人→まかせて（提供）会員

困ったときにすぐ利用できるよう、まずは会員登録をし
ましょう。登録は無料です。預かる子どもの年齢・時間・援
助内容は選ぶことができます。子育て中の人でも、自分の
子どもと一緒に遊ばせながら、短時間の援助をすることが
できます。
※�勝岡、蓼池、稗田、植木地区で、子育て援助ができる人を
募集しています。詳しくはお問い合わせください。
●「まかせて（提供）会員の講習会」を実施します
「まかせて（提供）会員」【子育ての援助をしたい人】の講
習会を行います。講習会で基本的な知識を身に付けてから
援助開始となります。参加希望または詳しく知りたい人は、
お問い合わせください。
■期日＝２月５日（水）
■�時間＝午前８時40分～午後４時30分（受け付けは午前
８時30分開始）

■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■�内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、
保育士による子どもについての講習

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481

●リズムウォーキング
■期日＝１月20日（月）
■時間＝午前10時～ 11時
※�ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動をします。
町民なら誰でも参加できます。運動のできる服装で室内
履きを持って、お気軽にご参加ください。
●インフルエンザの予防に努めましょう
インフルエンザは毎年冬に流行しており、現在国内最大
の感染症となっています。一人一人が正しい知識を持つこ
とが大切です。インフルエンザにかからない、また感染を
広げないためにできることから取り組みましょう。
・�症状は…せき、鼻水または喉が痛いなどの症状に加え
て、38度以上の高熱、熱っぽさ、全身のだるさなどが
見られます。また下痢、嘔

おう

吐
と

を伴うこともあります。
・�感染予防には…外出時のマスクの着用、帰宅後のうが
い・手洗いの習慣を身に付けましょう。市販されてい
る不

ふ

織
しょく

布
ふ

のマスクがお薦めです。バランスの取れた食
事と十分な睡眠で基礎体力を付けましょう。

●「はたちの献血キャンペーン」にご協力ください
血液は人工的につくることができません。事故、けがや
病気のために血液を必要としている人に血液を届けるため
には「献血」が必要となります。血液は長期保存ができな
いため、常に新鮮な血液を必要としています。
10代の献血者が全体の６％と非常に少なく、若者の献血
離れが深刻化しています。身近ですが、命を救う大きなボ
ランティアです。ご協力をお願いします。
■問い合わせ＝
　献血センター�カリーノ��☎0985―23―0007

町福祉・消費生活相談センターからのお知らせ
●町福祉・消費生活相談センター　☎52－0999

●「法律相談」（無料）を実施します
センターでは、偶数月に弁護士による無料法律相談を実
施しています。
■期日＝２月13日（木）
■時間＝午後１時30分～４時20分
■�場所＝町福祉・消費生活相談センター（旧シルバー人
材センター）

■�内容＝消費生活上のトラブルや多重債務などの金融、
賃借、土地、家屋、相続、離婚に関わる法律的な問題
について、弁護士が考え方や解決方法などを助言しま
す。個人の秘密は固く守られます。

■�申し込み方法＝事前の予約が必要です。相談を希望す
る人は、必ず１週間前までに、電話または来所にてお

申し込みください。予約制で定員５人までです。

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター☎52－8634

●認知症講演会を開催します
現在、65歳以上の10人に１人が認知症といわれており、
今後その数はますます増えていくと予想されます。しかし、
認知症に対する正しい理解はまだまだ十分といえず、症状
や人間関係を悪くする原因にもつながります。
認知症について、本人はもちろん、周りの人が正しく理
解することで、不安、負担や虐待などの問題を減らすこと
ができます。認知症の人やその介護者を周りで支え、安心
して暮らせるように「認知症」について一緒に学んでみま
せんか。ご近所お誘い合わせの上、奮ってご参加下さい。
■期日＝１月30日（木）
■時間＝午後２時～
■場所＝第４地区分館
■講師＝大悟病院　三

みつ

山
やま

�吉
よし

夫
お

　先生
●「法律相談」を実施します
高齢者とその家族の法律問題についての心配事や悩みな
どに、弁護士が無料で面談による相談に応じます。
■期日＝毎週水曜日（第１～第４水曜日）
■時間＝午後２時～４時
■�場所＝宮崎県福祉総合センター　人材研修館（宮崎市
原町２番22号）

■相談専用電話＝0985−25−1100
※相談は無料ですが、事前の予約が必要です。
●「足もと元気教室」　1月16日～2月15日の日程

■準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※１月１～ 15日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。
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地区名 時　間 場　所 日　程

第１地区 午前９時30分〜 11時 第 １ 地 区 分 館 １月24日（金）
２月 7日（金）

第２地区 午後１時30分〜 3時 第２地区交流プラザ ２月 4日（火）

第３地区 午後１時30分〜 3時 第 ３ 地 区 分 館 ２月13日（木）

第５地区 午後１時30分〜 3時 轟木集落センター １月24日（金）

蓼　池 午前９時30分〜 11時 蓼 池 児 童 館 １月23日（木）
２月 6日（木）

餅　原 午後１時30分〜 3時 餅 原 営 農 研 修 館 １月20日（月）

今　市 午前９時30分〜 11時 今 市 児 童 館 ２月 3日（月）

中　原 午前９時30分〜 11時 中原地区　　　　　
コミュニティセンター

１月22日（水）
２月12日（水）

第８地区 午前９時30分〜 11時 第 ８ 地 区 分 館 １月17日（金）

第９地区 午後１時30分〜 3時 第 ９ 地 区 分 館
１月22日（水）
２月12日（水）
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※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください。
　（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
１月５日（日）～２月11日（火）

みまたくらしのカレンダー

三股小前ポケットパークにて

（福）やまびこ会わかば保育園（堂村
早百合園長）では、園児（年中・年長）
および保育士が、平成18年度から、三
股小前ポケットパークで、年２～３回、
花植え活動を行っています。花の世話
を通じて地域貢献や思いやりの心を育
むことを目的とします。今月の写真は、
同園の年長園児６人と、職場体験実習
中の三股中２年生３人です。快晴の中、
きれいに植栽された花壇で皆さんの笑
顔が光り輝いていました。

◎ 今月の表紙

『きれいに咲いたよ！』

生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ●問い合わせ：税務財政課　TEL52-1111㈹　FAX52-4944

１月31日（金）は納期限です
●納税管理係（内線144）

納期限内に納付しましょう。
●町県民税（第４期）
●国民健康保険税（第７期）

口座振替は１月27日（月）が振替日です。再振替は行って
いません。24日（金）までに預貯金口座の残高確認をお願い
します。
残高不足などで振替ができなかった場合は、その納期分
の納付書を送付しますので、納付書で納めてください。

「納税相談」をご利用ください
●特別収納対策係（内線145・147）

税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、病

気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納期限内に納
められないときは、印かんをお持ちの上、早めにご相談ください。
年度を繰り越す滞納とならないよう分割納付の相談や各種
納税相談を受け付けます。
なお夜間・休日の相談を希望する人はお問い合わせください。

償却資産申告書をご提出ください
●資産税係（内線142・143）

償却資産申告書の提出が、１月31日（金）までとなっていま
す。事業を営む法人または個人で、固定資産税の対象となる償
却資産（事業用資産）を１月１日現在、町内に所有している場
合は、先に送付しました申告書を期限までに必ず提出してく
ださい。
記入方法など、ご不明な点がありましたらお問い合わせく
ださい。

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第15位／平成25年10月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

Ｔ
・
Ｔ
　

28
歳
　
会
社
員

忘
れ
ら
れ
た
責
任
感

平
成
20
年
の
７
月
上
旬
、早
朝
。こ
の
時
期

に
し
て
は
少
し
肌
寒
い
朝
で
し
た
。私
は
、通

勤
先
の
ス
ク
ー
ル
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
で
小
学

生
の
子
ど
も
た
ち
を
車
に
乗
せ
、
高
速
道
路

を
運
転
し
て
い
ま
し
た
。運
転
を
始
め
て
か

ら
２
時
間
ほ
ど
す
る
と
、
強
い
眠
気
を
感
じ

ま
し
た
。次
第
に
ま
ぶ
た
は
重
く
な
り
、
目

を
開
け
て
い
る
の
も
つ
ら
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。あ
ま
り
の
眠
気
に
耐
え
切
れ
ず
、「
少
し

だ
け
」
目
を
閉
じ
ま
し
た
。次
の
瞬
間
、気
が

付
く
と
車
は
中
央
分
離
帯
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
乗

り
越
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。慌
て
て
ハ

ン
ド
ル
を
左
に
切
り
ま
し
た
が
、
車
は
道
路

の
側
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
し
て
横
転
し
ま
し

た
。訳
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、後
ろ
に
乗
っ
て

い
た
子
ど
も
た
ち
の
安
否
を
確
認
し
よ
う
と

し
ま
し
た
。す
る
と「
〇
〇
君
が
い
な
い
！
」

と
い
う
声
が
、
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
子
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
衝
撃
で
窓
を
突

き
破
り
、
車
外
へ
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。そ
の
後
、救
急
車
と
警
察
を
呼
び

ま
し
た
が
、そ
の
子
は
即
死
で
し
た
。そ
の
日

の
う
ち
に
、
亡
く
な
っ
た
子
の
ご
遺
族
の
所

へ
一
緒
に
謝
罪
に
行
き
ま
し
た
。ご
遺
族
の

方
々
は
怒
り
を
通
り
越
し
て
あ
き
れ
果
て
て

い
る
と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。そ
し
て
、
子

ど
も
の
命
を
守
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

私
で
は
な
く
、
ご
自
身
を
責
め
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪
に
よ
り
、

禁
錮
２
年
の
実
刑
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

刑
務
所
に
入
り
、
２
カ
月
ほ
ど
独
居
房
で
過
ご

し
ま
し
た
。そ
の
間
、自
分
が
今
ま
で
ど
れ
だ
け

多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
た
の

か
、と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。そ
し
て

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
私
が
、
ど
れ
だ
け
自
分
勝

手
で
無
責
任
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
も
気
付
き

ま
し
た
。交
通
事
故
は
、
一
瞬
の
判
断
ミ
ス
で

起
き
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
運
が
悪
く
て
起

き
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
。日
頃
の
行

動
の
積
み
重
ね
、
車
を
運
転
す
る
人
の
意
識
に

よ
っ
て
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
る
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。私
の
犯
し
た
罪
は
、被
害
者
ご
遺
族

を
一
生
苦
し
め
続
け
て
い
ま
す
。決
し
て
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
に
で
き
る
こ

と
は
、
誠
意
を
持
っ
て
謝
罪
を
続
け
て
い
く
こ

と
、た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。そ
し
て
、私
自
身
が

更
正
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
間
に

な
る
こ
と
が
償
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を
引き起こして刑務所で罪の償いをしている
人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友
人など親しき人々から隔絶され、自ら犯し
た罪を反省している様子が文脈の端端か
ら伝わってきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕
※原文を要約・抜粋して掲載しています。
　ご了承ください。

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

24 金 ◦可燃物
25 土

26 日

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎中山産婦人科医院（産・婦）☎23-8815（前田町）

27 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
28 火 ◦可燃物
29 水

30 木

31 金 ◦可燃物

1 土

2 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎都北鮫島クリニック（胃・内・外） ☎38-6060（都北町）

◎寺本整形外科医院（整） ☎22-1171（北原町）

◎西元眼科医院（眼） ☎25-8888（中原町）

3 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木 ◦缶・瓶
7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎城南病院（小・内） ☎26-3662（大王町）

◎藤元総合病院（内） ☎25-1313（早鈴町）

◎とくとめクリニック（内・循・消） ☎26-1820（上長飯町）

◎メディカルシティ東部病院（外・整） ☎22-2240（立野町）

◎いき形成外科ひふ科クリニック（形・皮） ☎45-0020（年見町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

10 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

11 火

◎久保原田中医院（内・小） ☎22-7700（久保原町）

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎横山病院（泌・消） ☎22-2806（都島町）

◎宮田眼科病院（眼） ☎22-1441（蔵原町）

◦図書館休館日

5 日

◎山内小児科医院（小） ☎22-0048（上　町）

◎森山内科・外科クリニック（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎どいクリニック（外・胃・内） ☎22-1825（上東町）

◎すみ産婦人科医院（産・婦）☎23-1152（東　町）

6 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
7 火 ◦可燃物
8 水

9 木 ◦トレイ・ペット
10 金 ◦可燃物
11 土

12 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎村上循環器内科クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎宇宿医院（内・胃・消） ☎25-9031（栄　町）

◎一心外科医院（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

13 月

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎松山医院（内・呼吸・リュ） ☎24-1046（上川東）

◎瀬ノ口内科放射線科医院（内） ☎25-7780（都原町）

◎都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳外） ☎80-4313（下川東）

◎速見泌尿器科医院（泌）☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

◦図書館休館日
14 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
15 水 ◦不燃物 ◦図書館休館日
16 木 ◦缶・瓶
17 金 ◦可燃物
18 土

19 日

◎政所医院（内・小） ☎58-2171（高城町）

◎田口循環器科内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎しげひらクリニック（内） ☎27-5555（神之山町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎くぼた眼科（眼） ☎26-3100（南鷹尾町）

20 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
21 火 ◦可燃物
22 水

23 木 ◦トレイ・ペット

◎１月の予定

◎２月の予定
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■
茶
じ
ょ
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先
日
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
で
行
わ

れ
た
、
サ
ッ
カ
ー
・
Ｊ
リ
ー
グ

第
33
節「
サ
ガ
ン
鳥
栖
︱
浦
和

レ
ッ
ズ
」
を
観
戦
し
ま
し
た
。

初
め
て
訪
れ
た
の
で
す
が
、
き

れ
い
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。
中

に
入
る
と
既
に
満
席
。
先
発
発

表
を
見
る
と
、
ア
ウ
ェ
イ
の
浦

和
は
、
Ｆ
Ｗ
興こ

う

梠ろ
き（

宮
崎
県
出

身
）
は
じ
め
、
原は

ら

口ぐ
ち

、
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部べ

、
槙ま

き

野の

、
梅う
め

崎さ
き

…
と
日
本
代
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な
ど

で
お
な
じ
み
の
面め

ん
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が
そ
ろ
い

ま
す
。
対
す
る
ホ
ー
ム
鳥
栖
の

注
目
選
手
は
、
得
点
王
を
争
う

Ｆ
Ｗ
豊と

よ

田だ

。
試
合
は
、
ボ
ー
ル

を
支
配
す
る
浦
和
に
、
守
り
を

固
め
カ
ウ
ン
タ
ー
を
狙
う
鳥

栖
と
い
う
構
図
で
し
た
。
90
分

�◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

�◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。
※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公式サイトから
ダウンロードすることもできます。

�■町公式サイトアドレス　http://www.town.mimata.lg.jp/

�■問い合わせ　地域政策室 地域政策係　☎52-1111（内線２２３）

◦男／11,767人 ◦女／13,589人◦計／25,356人 ◦前月比＋15人
◦世帯数／9,946戸（＋5戸）◦出生／24人◦死亡／24人
◦転入／82人◦転出／67人

三股町の人口 平成25年12月１日現在

発行・編集／三股町 地域政策室
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111�FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は薩摩藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、戸
長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼たる
原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、こ
こ三股の基礎が築かれたのです。

明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

No.521
2014.1

間
の
激
闘
の
結
果
、
鳥
栖
が
４

︱
１
で
勝
利
。
鳥
栖
で
は
、
注

目
し
て
い
た
豊
田
の
ハ
ッ
ト
ト

リ
ッ
ク
と
、
Ｇ
Ｋ
林は

や
しの

好
守
備

が
印
象
的
で
し
た
。一
方
の
浦

和
の
一
押
し
は
Ｍ
Ｆ
柏か

し
わ

木ぎ

。
得

意
の
左
足
か
ら
、
長
短
織
り
交

ぜ
た
パ
ス
を
味
方
に
供
給
、
司

令
塔
と
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
演
出

し
て
い
ま
し
た
。▽
試
合
後
、同

行
者
全
員
で
当
日
の
宿
泊
先
で

あ
る
福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
に
直

行
。ロ
ビ
ー
で
は
、
皆「
博
多
グ

ル
メ
」
を
満
喫
し
よ
う
と
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
次

の
日
、
仕
事
が
入
っ
て
い
た
私

は
、
す
ぐ
に
高
速
バ
ス
で
帰
宅

す
る
こ
と
に
︱
。無
念
…
。 〈
Ｗ
〉

今　

村　
　

良　

秋
の
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
ひ
孫
俊
は
ふ
っ
く
ら
と
し
た
手
足
動
か
す

初
春
の
空
に
火
の
粉
は
舞
い
上
が
り
厄
を
払
い
て
年
は
じ
ま
り
ぬ

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
ひ
孫
が
誕
生
し
て
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
腕
も
足
も
ふ
っ
く
ら
と
し

て
本
当
に
か
わ
い
い
で
す
。
紙
に
包
ん
で
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て

お
き
た
い
で
す
。

お
正
月
の
風
物
詩「
お
ね
っ
こ
」。
１
月
７
日
の
夕
闇
迫
る
こ
ろ
、
神

事
の
後
に
火
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
火
が
勢
い
を
増
す
に
つ
れ
、
厄

を
払
う
が
ご
と
き
竹
の
や
ぐ
ら
の
は
じ
け
る
音
が
周
り
の
ざ
わ
め
き

を
突
き
破
り
ま
す
。
穏
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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川か
わ

畑ば
た

サ
ツ
子こ

さ
ん（
88
歳
）

【
仲
町
】

【
上
米
】

飲
み
物
の
移
動
販
売
を
51
年
間
続
け
て
い
ま

す
。
毎
日
５
時
間
、自
転
車
で
移
動
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
と
楽
し
く
会
話
す
る
こ
と
が
元
気
の
秘

け
つ
で
す
。

週
２
回
の
リ
ハ
ビ
リ
で
、
皆
さ
ん
と
会
話
を
す

る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。
家
で
は
、
テ
レ
ビ
で

時
代
劇
を
よ
く
見
ま
す
。大
好
き
な
番
組
は『
水

戸
黄
門
』で
す
。

ま
ち
を
さ
さ
え
る
人
た
ち

山
王
原
在
住 

山やま
元もと  

房ふさ
枝え
さ
ん

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

第
15
回

通信
木き
目め
込こ
み
人
形
と
の
邂かい
逅こう

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

60
歳
で
出
会
っ
た
一
生
の
趣
味

「木
彫
り
の
人
形
を
カ
ッ
タ
ー
で
削

り
、丁
寧
に
や
す
り
を
か
け
て
い

き
ま
す
。最
後
に
首
を
付
け
、型
取
り
し
た

衣
装
を
貼
り
付
け
ま
す
。手
間
は
か
か
り

ま
す
が
、
出
来
上
が
っ
た
時
の
う
れ
し
さ

は
格
別
で
す
ね
」。そ
う
話
す
の
は
、
山
王

原
在
住
の
木
目
込
み
人
形
教
授
・
山
元
房

枝
さ
ん（
雅
号
は
山
元
芳ほ

う

房ぼ
う

）。昨
年
、
傘さ
ん

寿じ
ゅ（
80
歳
）を
迎
え
た
房
枝
さ
ん
が
木
目
込

み
人
形
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
約
20
年

前
、
初
孫
が
生
ま
れ
た
時
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
。「
孫
娘
に
手
作
り
の
ひ
な
人
形
を
贈

り
た
い
」。そ
ん
な
思
い
か
ら
始
め
た
木
目

込
み
人
形
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ
り
と
は
ま
っ

た
房
枝
さ
ん
。そ
れ
か
ら
５
年
の
月
日
が
流

れ
た
こ
ろ
に
は
、
教
授
免
許
を
取
得
す
る

ほ
ど
ま
で
に
至
っ
た
。作
っ
た
作
品
は
知
人

に
贈
り
、
手
元
に
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
。

「
教
室
の
生
徒
さ
ん
と
仲
良
く
お
し
ゃ
べ
り

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。ぼ
け
防
止
の
た
め

に
も
体
が
動
く
限
り
、続
け
た
い
で
す
ね
」。

優
し
い
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

房枝さんと自作の木目込み人形

　
　
ひ
と
振
り
で
一
流
シ
ェ
フ
の
味

塩し
お

御ご

殿て
ん

の
作
る
調
味
料
「
塩
御
殿
」
を

紹
介
し
ま
す
。焼
き
鳥
、
お
に
ぎ
り
や
漬

物
な
ど
、
こ
れ
一
つ
で
お
い
し
い
味
付
け

が
で
き
ま
す
。寒
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、「
塩
御
殿
」
で
作
る
塩
鍋
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。「
白
」「
中
辛
」「
大
辛
」「
カ
レ
ー

風
味
」「
ハ
ー
ブ
」
の
５
種
類
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
味
が
楽
し
め
ま
す
。

【
塩
御
殿
】

大
瓶･

各
６
０
０
円
（
そ
の
他
、
中
瓶
や

小
瓶
サ
イ
ズ
も
あ
り
ま
す
）／
生
産
者
・

塩
御
殿
／
価
格
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　

宮
崎
の
お
い
し
い
銘
菓

あ
い
も
こ
い
も
か
ふ
ぇ
謹
製
の
銘
菓

「
チ
ー
ズ
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う」
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
っ
ぱ
り
、
そ
し
て
し
っ
と
り
し
た
ク

リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
、
さ
く
さ
く
の
洋
風
生

地
で
優
し
く
包
ん
で
い
ま
す
。手
作
り
の

味
わ
い
を
追
及
し
た
逸
品
で
す
。包
装
紙

に
は
、
宮
崎
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
み
や
ざ

き
犬
」
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

【
チ
ー
ズ
饅
頭
】

１
個
１
２
０
円
／
生
産
者
・
あ
い
も
こ
い

も
か
ふ
ぇ
／
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

価
格
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〒
８
８
９

―
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http://ameblo.jp/yokamonya/

三　

浦　

好　

子

あけまして
おめでとう！

ことしも
よろしくじゃぞ♪

上か
み

村む
ら

ツ
ル
子こ

さ
ん
（
88
歳
）
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